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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第２四半期連結
累計期間

第69期
第２四半期連結
累計期間

第68期

会計期間

自平成27年
　３月１日
至平成27年
　８月31日

自平成28年
　３月１日
至平成28年
　８月31日

自平成27年
　３月１日
至平成28年
　２月29日

売上高 （千円） 5,119,661 4,766,404 10,816,708

経常損失（△） （千円） △244,049 △331,417 △454,429

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） 25,957 △508,286 △260,269

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 41 △502,576 △358,050

純資産額 （千円） 7,313,908 6,406,454 6,955,472

総資産額 （千円） 11,300,138 9,932,645 10,532,149

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）

（円） 11.18 △219.11 △112.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 11.01 － －

自己資本比率 （％） 64.4 64.2 65.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △81,547 △347,235 △101,209

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 658,223 17,421 731,921

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △442,183 △35,488 △788,003

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,496,323 839,238 1,204,540

 

回次
第68期

第２四半期連結
会計期間

第69期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成27年
　６月１日
至平成27年
　８月31日

自平成28年
　６月１日
至平成28年
　８月31日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △49.38 △247.56

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移は記載しておりま

せん。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期純利益又は四半期（当期）純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会

社株主に帰属する四半期（当期）純損失」としております。

４　平成27年９月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施いたしましたが、前連結会計年度の

期首に当該株式併合を実施したと仮定し、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期（当期）純損

失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

５　第68期及び第69期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失金額が計上されているため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社２社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ラピーヌ(E00605)

四半期報告書

 3/21



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクは、次のとおりであります。

 なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

 

継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、前連結会計年度において営業損失４億12百万円、営業活動によるキャッシュ・フローが１億１百

万円のマイナスとなりましたが、当第２四半期連結累計期間におきましても、営業損失３億27百万円、営業活動によ

るキャッシュ・フローが３億47百万円のマイナスとなり、当連結会計年度においても営業損失の発生及び営業活動に

よるキャッシュ・フローがマイナスとなる見込となりました。これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な

疑義を生じさせるような事象又は状況が存在していることを認識しております。

 しかしながら、「第２　事業の状況　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」に記載のと

おり、当該事象又は状況を解消、改善するための対応策を策定中であり、事業資金面につきましても、取引金融機関

と良好な関係にあり、当面の事業資金は確保されていることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認めら

れないと判断しております。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 なお、当社は、当第２四半期連結会計期間後、平成28年９月26日付で株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行及び株式会社三

井住友銀行をアレンジャーとするシンジケーション方式のコミットメントライン契約を締結しております。その詳細

につきましては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　（重要な後発事象）」をご参照くださ

い。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純損益」を「親会社株主に帰属する四半期純損益」としております。

 

(1) 業績の概況

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済環境は、政府、日銀による経済政策や金融政策を背景に、雇用環

境の改善や設備投資に持ち直しの動きがあるなど緩やかな回復基調にあるものの、株価や為替が不安定な動きで推

移する中、中国や新興国を中心とした海外景気が弱含みになるなど先行き不透明な状況が続いております。

 当社グループが属するアパレル業界におきましては、家計所得の改善が弱含みで推移する中、消費者の節約意識

は依然根強く、天候・気温不順の影響も加わり、個人消費は総じて足踏み状態のまま推移するなど、当社グループ

を取り巻く経営環境は、前期にも増して厳しい状況で推移いたしました。

 このような状況のもと、当社主力ブランドの特性を生かした商品企画の充実、主力販路である専門店、百貨店の

店頭活性化に注力した営業活動に努めるとともに、直営小売事業の着実な成長に取り組んでまいりました。

 しかしながら、婦人衣料品の消費が力強さを欠く中、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は47億66百万

円（前年同期比6.9％減）となり、損益面におきましては、営業損益は３億27百万円の損失（前年同期は２億34百

万円の損失）、経常損益は３億31百万円の損失（前年同期は２億44百万円の損失）となりました。また、親会社株

主に帰属する四半期純損益は、不採算店舗の減損損失や事業所閉鎖損失などを計上し、さらに今後の業績と厳しい

経営環境を勘案し、繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、当社の繰延税金資産の全額を取り崩し、法人税等

調整額１億10百万円を計上したことから、５億８百万円の損失（前年同期は大阪府箕面市の土地及び建物の売却益

など３億40百万円の特別利益を加え25百万円の利益）となりました。
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 セグメント別の業績の概要は次のとおりであります。

＜卸売事業＞

 百貨店をはじめとする小売店の婦人衣料品売上高が前年を下回る傾向が続く中、お得意先密着の営業活動による

売上確保に努めてまいりましたが、消費マインドの委縮傾向に歯止めをかけるまでに至らず店頭売上高が伸び悩ん

だ結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は35億63百万円（前年同期比10.2％減）、営業損益は１億71

百万円の損失（前年同期は79百万円の損失）となりました。

＜小売事業＞

 前期首以降に出店した新規店舗の早期軌道化に努めるとともに、既存店は、店舗毎の特性に合わせた商品品揃え

と効果的な販売促進策を実行することにより売り上げの底上げに取り組んでまいりました。また、直営店数につ

きましては、当第２四半期連結累計期間中に、当社の直営小売店１店、子会社の株式会社ベルラピカの直営小売

店１店を出店し、同期間末の運営店舗数は当社グループ合計で45店となっております。

 その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は11億95百万円（前年同期比4.0％増）となりましたも

のの、営業損益は、前期末から今期にかけて出店した新規店舗のイニシャルコスト負担が先行し、１億34百万円

の損失（前年同期は１億42百万円の損失）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

 当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて５億99百万円減少し、99億32百万

円となりました。これは主に、商品及び製品の増加１億53百万円があった反面、現金及び預金の減少３億65百万

円、受取手形及び売掛金の減少１億65百万円、繰延税金資産の減少１億14百万円があったことによるものです。

 負債合計は、前連結会計年度末に比べて50百万円減少し、35億26百万円となりました。

 また、純資産合計は、前連結会計年度末に比べて５億49百万円減少し、64億６百万円となりました。これは主に

親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により利益剰余金が５億54百万円減少したことによるものです。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少１億65百万円、減価

償却費65百万円の非資金費用の発生等がありましたが、税金等調整前四半期純損失が３億84百万円となり、またた

な卸資産の増加１億43百万円等が発生したことにより、３億47百万円の支出（前年同期は81百万円の支出）となり

ました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出25百

万円等がありましたが、差入保証金の返還48百万円等により、17百万円の収入（前年同期は６億58百万円の収入）

となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の実行２億50百万円、長

期借入金の実行１億円がありましたが、長期借入金の返済３億35百万円、配当金の支払46百万円等により、35百万

円の支出（前年同期は４億42百万円の支出）となりました。

 この結果、現金及び現金同等物の当四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に比べて３億65百万円減少

して、８億39百万円となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

 該当事項はありません。

 

(6) 継続企業の前提に関する重要事象等について

 当社グループは、「第２　事業の状況　１　事業等のリスク」に記載のとおり、前連結会計年度において営業損

失、営業活動によるキャッシュ・フローのマイナスを計上しましたが、当第２四半期連結累計期間におきまして

も、営業損失、営業活動によるキャッシュ・フローのマイナスとなり、当連結会計年度においても営業損失、営業

活動によるキャッシュ・フローのマイナスとなる見込みとなりました。

 当該事象又は状況を解消、改善するための対応策については現時点で策定中であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,980,000

計 7,980,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年10月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,767,064 2,767,064
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 2,767,064 2,767,064 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成28年６月１日～

平成28年８月31日
－ 2,767 － 4,354,021 － 2,002,723

 

（６）【大株主の状況】

  平成28年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ラピーヌ取引先持株会 大阪市北区天満一丁目５番７号 234 8.46

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 175 6.33

ラピーヌ社員持株会 大阪市北区天満一丁目５番７号 151 5.45

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 100 3.61

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 100 3.61

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町一丁目13番１号 80 2.90

株式会社テーオーシー 東京都品川区西五反田七丁目22番17号 69 2.50

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地七丁目18番24号 52 1.88

上光証券株式会社 札幌市中央区北一条西３丁目３番地 31 1.12

三井物産株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目１番３号 30 1.08

計 － 1,023 36.98

（注）　当社の自己株式（447千株、持株比率16.16％）は上記の表には含めておりません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  447,400
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,299,200 22,992 －

単元未満株式 普通株式   20,464 － －

発行済株式総数 2,767,064 － －

総株主の議決権 － 22,992 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式21株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年８月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ラピーヌ

大阪市北区天満一丁目

５番７号
447,400 － 447,400 16.16

計 － 447,400 － 447,400 16.16

 

２【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年６月１日から平

成28年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,204,540 839,238

受取手形及び売掛金 1,344,828 1,178,879

商品及び製品 1,966,682 2,119,968

仕掛品 297,277 280,612

原材料及び貯蔵品 44,332 50,757

繰延税金資産 120,544 6,201

その他 169,456 154,021

貸倒引当金 △2,270 △2,067

流動資産合計 5,145,391 4,627,612

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,165,955 1,112,753

機械装置及び運搬具（純額） 12,703 13,536

土地 3,212,243 3,212,243

その他（純額） 102,124 85,186

有形固定資産合計 4,493,027 4,423,718

無形固定資産   

その他 20,392 19,455

無形固定資産合計 20,392 19,455

投資その他の資産   

投資有価証券 198,560 207,997

差入保証金 627,606 601,127

その他 84,741 88,564

貸倒引当金 △37,571 △35,831

投資その他の資産合計 873,337 861,858

固定資産合計 5,386,757 5,305,033

資産合計 10,532,149 9,932,645
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年８月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 842,218 612,997

電子記録債務 － 234,823

短期借入金 － ※ 250,000

1年内返済予定の長期借入金 665,584 690,384

未払金 474,051 434,602

未払費用 41,718 44,409

未払法人税等 29,134 35,995

返品調整引当金 65,900 65,500

ポイント引当金 34,425 39,891

資産除去債務 1,589 3,787

その他 71,117 51,767

流動負債合計 2,225,738 2,464,158

固定負債   

長期借入金 913,222 652,480

退職給付に係る負債 262,508 233,893

資産除去債務 53,340 53,380

その他 121,867 122,279

固定負債合計 1,350,937 1,062,032

負債合計 3,576,676 3,526,191

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,354,021 4,354,021

資本剰余金 2,021,378 2,021,378

利益剰余金 1,016,386 461,705

自己株式 △545,129 △545,177

株主資本合計 6,846,656 6,291,928

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 60,534 69,361

繰延ヘッジ損益 △3,549 △4,213

退職給付に係る調整累計額 17,923 15,471

その他の包括利益累計額合計 74,908 80,619

新株予約権 33,907 33,907

純資産合計 6,955,472 6,406,454

負債純資産合計 10,532,149 9,932,645
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年８月31日)

売上高 5,119,661 4,766,404

売上原価 2,892,325 2,715,535

売上総利益 2,227,335 2,050,868

販売費及び一般管理費 ※ 2,462,182 ※ 2,378,650

営業損失（△） △234,846 △327,782

営業外収益   

受取利息 528 840

受取配当金 6,664 2,691

為替差益 3,676 －

助成金収入 7,732 11,642

生命保険配当金 7,343 10,859

その他 13,112 13,401

営業外収益合計 39,058 39,435

営業外費用   

支払利息 17,094 11,699

支払手数料 30,105 4,976

為替差損 － 25,749

その他 1,061 643

営業外費用合計 48,261 43,069

経常損失（△） △244,049 △331,417

特別利益   

固定資産売却益 264,171 －

投資有価証券売却益 76,711 －

特別利益合計 340,883 －

特別損失   

固定資産除売却損 773 4,041

投資有価証券売却損 3,561 －

減損損失 3,056 20,515

事業所閉鎖損失 41,598 28,221

特別損失合計 48,989 52,778

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
47,843 △384,195

法人税、住民税及び事業税 18,785 12,885

法人税等調整額 3,101 111,206

法人税等合計 21,886 124,091

四半期純利益又は四半期純損失（△） 25,957 △508,286

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
25,957 △508,286
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年８月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 25,957 △508,286

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △32,055 8,827

繰延ヘッジ損益 △670 △664

退職給付に係る調整額 6,809 △2,452

その他の包括利益合計 △25,916 5,710

四半期包括利益 41 △502,576

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 41 △502,576

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月１日
　至　平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前

四半期純損失（△）
47,843 △384,195

減価償却費 77,449 65,196

減損損失 3,056 20,515

固定資産除売却損益（△は益） △263,397 4,041

事業所閉鎖損失 41,598 28,221

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,114 △1,943

返品調整引当金の増減額（△は減少） △13,200 △400

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △17,817 △32,772

ポイント引当金の増減額（△は減少） 1,813 5,465

受取利息及び受取配当金 △7,193 △3,532

支払利息 17,094 11,699

投資有価証券売却損益（△は益） △73,150 －

売上債権の増減額（△は増加） 238,763 165,948

たな卸資産の増減額（△は増加） 57,182 △143,046

仕入債務の増減額（△は減少） 32,396 5,602

未払消費税等の増減額（△は減少） △117,859 △20,887

その他 △82,736 △42,828

小計 △60,271 △322,914

利息及び配当金の受取額 9,376 3,532

利息の支払額 △17,615 △12,504

法人税等の支払額 △13,036 △15,349

営業活動によるキャッシュ・フロー △81,547 △347,235

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △49,734 △25,023

有形固定資産の売却による収入 429,185 －

無形固定資産の取得による支出 △300 －

投資有価証券の取得による支出 △2,815 △2,709

投資有価証券の売却による収入 209,487 －

差入保証金の増減額（△は増加） 78,874 48,883

その他 △6,473 △3,729

投資活動によるキャッシュ・フロー 658,223 17,421

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 250,000

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △390,542 △335,942

自己株式の取得による支出 △693 △48

配当金の支払額 △46,274 △46,435

その他 △4,673 △3,062

財務活動によるキャッシュ・フロー △442,183 △35,488

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 134,491 △365,302

現金及び現金同等物の期首残高 1,361,831 1,204,540

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,496,323 ※ 839,238
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【注記事項】

(会計方針の変更)

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っ

ております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した当社

事業所の建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影

響は軽微であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　コミットメントライン契約

当社は、資金需要に対する機動性と安全性の確保及び資金効率向上を図ることを目的に、取引銀行とシンジ

ケーション方式によるコミットメントライン契約を締結しておりますが、当該契約には一定の財務制限条項が付

されております。

なお、この契約による当第２四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
シンジケーション方式によるコミットメントライン契約

 
前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年８月31日)

コミットメントラインの総額 2,000,000千円 2,000,000千円

借入実行残高 － －

差引額 2,000,000 2,000,000

 

シンジケーション方式によるコミットメントライン（タームアウトオプション付）契約

 
前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年８月31日)

コミットメントラインの総額 1,300,000千円 1,300,000千円

借入実行残高 － 250,000

差引額 1,300,000 1,050,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費の主なもの

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年３月１日
　　至 平成27年８月31日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年３月１日
　　至 平成28年８月31日）

給料手当 1,389,338千円 1,373,010千円

退職給付費用 26,446千円 16,938千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 

前第２四半期連結累計期間

（自　平成27年３月１日

至　平成27年８月31日）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成28年３月１日

至　平成28年８月31日）

現金及び預金勘定 1,496,323千円 839,238千円

現金及び現金同等物 1,496,323千円 839,238千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年８月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月27日

定時株主総会
普通株式 46,413 2.00 平成27年２月28日 平成27年５月28日 利益剰余金

（注）　１株当たり配当額については、基準日が平成27年２月28日であるため、平成27年９月１日付の株式

併合は加味しておりません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年８月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月26日

定時株主総会
普通株式 46,394 20.00 平成28年２月29日 平成28年５月27日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年３月１日　至　平成27年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント その他
(注)１

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ 卸売事業 小売事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 3,966,674 1,148,793 5,115,467 4,193 － 5,119,661

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 3,966,674 1,148,793 5,115,467 4,193 － 5,119,661

セグメント損失（△） △79,092 △142,125 △221,217 △13,628 － △234,846

（注）１　「その他」の区分は、「ラピーヌ夢ファーム株式会社」にかかる金額であります。

２　セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

重要性が乏しいため記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント その他
(注)１

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２ 卸売事業 小売事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 3,563,751 1,195,084 4,758,836 7,567 － 4,766,404

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 3,563,751 1,195,084 4,758,836 7,567 － 4,766,404

セグメント損失（△） △171,349 △134,602 △305,951 △21,830 － △327,782

（注）１　「その他」の区分は、「ラピーヌ夢ファーム株式会社」にかかる金額であります。

２　セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

重要性が乏しいため記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年３月１日
至　平成27年８月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年３月１日
至　平成28年８月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
11円18銭 △219円11銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

25,957 △508,286

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

25,957 △508,286

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,320 2,319

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 11円01銭 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 36 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）１　平成27年９月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施いたしましたが、前連結会計年度

の期首に当該株式併合を実施したと仮定し、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金

額、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

２　当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの１株当たり四半期純損失金額が計上されているため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

 コミットメントライン契約の締結

 当社は従来から締結している借入極度額20億円のシンジケーション方式コミットメントライン契約及び借入極

度額13億円のシンジケーション方式コミットメントライン契約（タームアウトオプション付）を平成28年９月26

日付で解消し、新たに下記のとおり契約を締結いたしました。

１．目的

 引き続き、資金需要に対する機動性と安全性の確保及び資金効率の向上を図るため。

２．コミットメントライン契約の概要

アレンジャー兼エージェント：株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行、株式会社三井住友銀行

契約締結日　：平成28年９月26日

参加金融機関：株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行、株式会社三井住友銀行、株式会社百十四銀行

財務制限条項：平成30年２月に終了する決算期以降の各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表にお

ける純資産の部の金額が、当該決算期の直前の決算期の末日又は平成29年２月期末における

単体の貸借対照表における純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％の金額以上であるこ

と。

平成30年２月に終了する決算期以降の各年度の決算期に係る単体の損益計算書上の経常利益

が、２期連続して損失とならないこと。

（1）トランシェＡ（コミットメントライン契約）

借入極度額　：17億円

契約期間　　：１年（３回の延長条項付）

借入利率　　：借入期間に対応するＴＩＢＯＲ＋スプレッド

（2）トランシェＢ（コミットメントライン契約　タームアウトオプション付）

借入極度額　：10億５千万円

契約期間　　：１年間のコミットメント契約期間後、３年間のタームローン借入期間

借入利率　　：借入期間に対応するＴＩＢＯＲ＋スプレッド

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成28年10月６日
 

株式会社ラピーヌ
 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千﨑　育利 　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木戸脇 美紀　　印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ラピー

ヌの平成28年３月１日から平成29年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年６月１日から平成

28年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年８月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ラピーヌ及び連結子会社の平成28年８月31日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

 重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成28年９月26日にコミットメントライン契約を締結した。

 当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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